
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 4 回 東京都 IC タグ実証実験 実行委員会資料 
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• 全体的な利便性の評価 

システムが不安定だった等の 

ケースを除いた集計によると、 

「便利」・「やや便利」で 71％を 

占める 

 

• 各情報技術別の評価 

「施設案内情報」で「良かった」が 60％ 

各情報技術で「便利（満足）」が「不便（満足できない）」を上回った 

 

 

 

 

 

 
 

  「適切なルートだった」と「任意に歩く設定も出来るようにしたい」がそれぞれ 3～4 割程度

• 全体的な利便性の評価 

第４回 東京都ＩＣタグ実証実験 実行委員会  ２００６．６．２３ №１東京ユビキタス計画（上野まちナビ実験）効果検証結果（1）

効果検証結果概要 ≪技術面の検証≫ 

• 広場空間における場所情報提供方法の検証 

 
＜まとめ＞ 

• 広場空間において提供した位置情報、ナビゲーション情報、施設案内情報、周辺観光情報の提供方法及び 

コンテンツに対しては、メリットのあるシステムであることを確認 

• 「任意のルートで歩く設定」については、工夫が必要 

• 位置情報とナビゲーション機能では、「表示画面の見やすさ」や「案内方向のわかりやすさ」の工夫が重要 

• ナビゲーションについて 

案内方向のわかりやすさに関して、 

「わかりにくい」の意見が 30％であった 

 

 

• 広場空間において求められる提供情報内容とその需要 

位置情報やナビゲーション機能に対して、「便利でない」が多くを占め、全体評価に影響 

※ Ｕ Ｃ の評価に関しては、特に表示がない限り、「通信がうまくいかなかった」等の不具合によって機器の操作性や表示に問題があった

被験者（「システムが不安定だった」と回答したケース）とカートだけを利用した被験者を除いた集計結果で評価してる。 

システム全体の印象 

便利 

４２％ 

便利でない 

１０％ 

普通 

４８％ 

便利 

３８％ 
普通 

５０％ 

便利でない 

１２％ 

良かった 

６０％ 
普通 

３８％ 

悪かった 

２％ 

位置情報 

Ｎ＝574 

ナビゲーション機能 

Ｎ＝573 

施設案内情報 

Ｎ＝578 

周辺観光情報 

Ｎ＝355 

満足した 

２９％ 

普通 

５９％ 

満足できなかった 

１２％ 

モデルルートの設定 Ｎ＝554 

適当なルートだった 

４１％ 

ルート設定も任意に歩く設定も 

両方できるようにしたい 

３４％ 

必要ではない（任意に歩きたい） 

１５％ ルート設定は必要だが、 

本実験のルートは改善が必要 

１０％ 

案内の方向は？ 

Ｎ＝573 

わかりにくい 

３０％ 

普通 

５１％ 

わかりやすい

１９％ 

位置情報 

Ｎ＝411 

便利 

５１％ 

便利でない 

５％ 

普通 

４４％ 

 

Ｎ＝99 

便利 

２４％ 
便利でない 

２５％ 

普通 

５１％ 

システムが 

便利・やや便利

と回答した人

システムが 

あまり便利では

ない・便利ではな

いと回答した人

ナビゲーション機能 

Ｎ＝409 

便利 

４８％ 

便利でない 

６％ 

普通 

４６％ 

 

Ｎ＝95 

便利 

２０％ 便利でない 

３４％ 

普通 

４６％ 

施設案内情報 

Ｎ＝414 

良かった 

６７％ 

普通 

３２％ 

悪かった 

１％ 

 

Ｎ＝96 

良かった 

３９％ 
普通 

５５％ 

悪かった 

６％ 

周辺観光情報 

Ｎ＝255 

満足した 

３５％ 
普通 

５６％ 

満足できなかった 

９％ 

 

Ｎ＝65 

満足した 

２３％ 

普通 

６３％ 

満足でき 

なかった 

１４％

• 提供した情報別の評価 

• ルート設定について 

• ナビゲーションについて

• 広場空間において求められる提供情報内容とその需要 

便利でない 
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１９％ 

便利 
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やや便利 

４１％ 

やや便利 
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普通 

１６％ 

普通 

１６％

あまり便利
でない 

２２％ 

あまり
便利で
ない

１１％

便利でない

２％ 

全ての回答から

Ｎ＝1600

システムが不安定だった等

のケースを除いた回答から

Ｎ＝594



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第４回 東京都ＩＣタグ実証実験 実行委員会  ２００６．６．２３ №２東京ユビキタス計画（上野まちナビ実験）効果検証結果（2）

• 利用者の様々なニーズや特性に対応するための情報提供方法の検証 

• 様々な利用目的に対応した情報提供の妥当性 

• 位置情報に関する評価 

位置情報を「便利でない」との評価は、「情報の正確さ」や「表示画面の見やすさ」が影響 

 

 

 

 

 

 

 

• 観光案内情報に関する評価 

情報の取得方法は、「自動 

での取得」や「随時自分 

の操作で表示させる」 

方法が支持された 

 ＜まとめ＞ 

• 「自動での情報取得」については、さらなる工夫が必要 

• 施設案内情報に関しては、満足度の高い情報提供であった（動画などのコンテンツの独自性など、他の媒体

では得られない情報であったことが評価） 

• 携帯情報端末（UC）への発信情報のメンテナンス方法の検証 

• リアルタイム更新の検証について 

• 外国人の利用者に対する情報提供方法の妥当性 

外国人は、全ての提供情報技術で「便利（良い）」の評価が最も多い 

施設案内情報については、日本人も同様の高い評価（全ての回答から分析） 

コンテンツ作成用 PC からコン

テンツサーバにアクセスし、コ

ンテンツを作成・更新 

更新されたデータだけを UC

に受信する 

無線 LAN を利用して更新され

たコンテンツをダウンロード 

• ダウンロードに 1 分程度の時間を要した 

【原因】①UC から無線LAN への接続・認証の際に時間を要する 

     ＜常時接続環境であれば、認証時間の短縮が可能＞ 

②サーバとのネットワーク通信速度が遅い 

 ＜今回の更新情報（110KB 程度）については、現在の標準的な回線環境では、

ベスト・エフォートで 20 秒から 25 秒でダウンロードが可能＞ 

 

• ダウンロードの高速化のためには、通信方式の検討、回線速度などの検討を要する 

情報の正確さ 

Ｎ＝238 

正確 

９４％ 

正確でない 

６％ 

位置情報を 

便利と 

回答した人 

位置情報を 

便利ではないと 

回答した人 

 

Ｎ＝57 

正確 

２８％ 

正確でない 

７２％ 

表示画面の見やすさ 

Ｎ＝239 

普通 

４５％ 

わかりにくい 

１３％ 

わかりやすい 

４２％ 

 

Ｎ＝59 

普通 

３６％ 
わかりにくい 

５６％ 

わかりやすい

８％ 

表示する範囲 

Ｎ＝238 

丁度よい 

９２％ 

狭すぎる ３％ 
広すぎる ５％

 

Ｎ＝57 

丁度よい 

７５％ 

狭すぎる 

１６％ 
広すぎる ９％

観光案内情報の提供方法 Ｎ＝371 

案内板から取得する方法がよい

自動で取得する方法がよい

随時、自分がほしい時だけ操作し表示させれば良い

自動表示は良いが表示するタイミングが良くない

その他

１６％ 

５７％

３５％ 

８％ 

１％ 

日本人

外国人

位置情報 

Ｎ＝491 

普通 

４８％ 

便利でない 

１２％ 

便利 

４０％ 

 

Ｎ＝83 

便利 

５５％ 

普通 

４１％ 

便利でない 

４％ 

ナビゲーション 

Ｎ＝494 

便利 

３６％ 

便利でない 

１３％ 

普通 

５１％ 

 

Ｎ＝79 

便利 

４９％ 

普通 

４６％ 

便利でない 

５％ 

施設案内情報 

Ｎ＝497 

良かった 

６０％ 

普通 

３８％ 

悪かった 

２％ 

 

Ｎ＝81 

良かった 

６３％ 

普通 

３５％ 

悪かった 

２％ 

• 様々な利用目的に対応した情報提供の妥当性 • 外国人の利用者に対する情報提供方法の妥当性 

• リアルタイム更新の検証について 


